
2020.４　第304号 （公財）群 馬 県 交 通 安 全 協 会
群馬県交通安全活動推進センター

第38回交通安全写真コンクール入選作品（佳作）　撮影　市　川　富　夫　氏（富　岡）

運動期間　４月６日㈪～４月15日㈬
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令和２年 春の全国交通安全運動の実施

二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
協
議
会
支
部
長
会
議

〜
交
通
安
全
優
良
指
導
員
等
表
彰
〜

　

二
月
二
〇
日（
木
）、
前
橋
市
元
総
社
町
の
安
協
ビ
ル
四
階
会
議
室
に
お
い
て
、

群
馬
県
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
協
議
会
支
部
長
会
議
並
び
に
二
輪
車
安
全
運

転
優
良
指
導
員
等
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
は
じ
め
、
長
谷
川
俊
幸
県
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
協
議
会
会
長
、

岡
田
正
弘
県
二
輪
車
安
全
運
転
推
進
委
員
会
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
事
に
入
り

一　

令
和
二
年
度
群
馬
県
二
輪
車
安
全
運
転
推
進
委

員
会
行
事
予
定

二　

令
和
元
年
度
公
立
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校

（
後
期
）二
輪
車
安
全
運
転
講
習
会
実
施
結
果
に
つ

い
て

三　

そ
の
他

の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
田
中
圭
一
郎
県
警
察
本
部
交
通
部

長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
次
の
と
お
り
、
関
係
優

良
団
体
・
個
人
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
来
賓
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
県
二
推
委
員
長
表
彰

　

○
交
通
安
全
優
良
指
導
員
表
彰
（
敬
称
略
）

　
　

指　

導　

員　
　

櫻
澤　

敏
夫
（
高
崎
）

　
　

指　

導　

員　
　

和
田　

充
弘
（
桐
生
）

　
　

指　

導　

員　
　

星
野　

裕
士
（
渋
川
）

◇
県
警
交
通
部
長
・
県
二
推
委
員
長
（
連
名
表
彰
）

　

○
交
通
安
全
優
良
団
体
表
彰

　
　

県
二
輪
車
安
全
運
転
指
導
員
協
議
会
安
中
支
部

○
交
通
安
全
優
良
指
導
員
表
彰
（
敬
称
略
）

　
　

特
別
指
導
員　
　

池
澤　

正
男
（
渋
川
）

会議風景優良指導員表彰 来賓挨拶

運動期間 ４月６日(月)～４月15日(水)
交通事故死ゼロを目指す日 ４月10日(金)
ルールを守って思いやり運転

運動の目的

　本運動は、広く国民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通
ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けるとともに、
国民自身による道路交通環境の改善に向けた取組を推進すること
により、交通事故防止の徹底を図ることを目的とする。

運 動 重 点

①　子供を始めとする歩行者の安全の確保
②　高齢運転者等の安全運転の励行
③　自転車の安全利用の推進

スローガン

年間スローガン

いそいでも　心のブレーキ　かけましょう
サブスローガン

通学路　笑顔がわかる　スピードで

令和元年度ＪＡ共済群馬県小・中学生交通安全ポスターコン
クール入賞作品
館林市立第二小学校（入賞当時１年生）梁瀬こころさんの作品
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二
月
二
七
日（
木
）、
前
橋
市
元
総
社
町
の
安
協
ビ
ル
四
階

会
議
室
に
お
い
て
、
県
及
び
各
地
区
交
通
安
全
協
会
女
性
部

長
並
び
に
事
務
担
当
者
等
三
二
名
が
出
席
し
て
、「
各
地
区

交
通
安
全
協
会
女
性
部
長
等
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
は
じ
め
、
主
催
者
で
あ
る
県
安
協
の
岡
田
専
務

理
事
、
塚
田
女
性
部
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
事
に
入
り

一　

交
通
人
身
事
故
発
生
状
況

二　
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

活
動
」
の
実
施

三　
「
足
元
に
生
命
の
発
信
運
動
」

の
実
施

四　

令
和
二
年
度
行
事
予
定

五　

そ
の
他

等
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

　

令
和
元
年
中
に
お
け
る
女
性
部

の
活
動
は
、
車
社
会
の
中
で
高
齢

者
が
安
全
に
日
常
生
活
で
き
る
地

域
社
会
を
目
指
し
、
県
下
各
地
区

安
協
の
女
性
部
員
が
、
新
入
学
児

童
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
や
老

人
ク
ラ
ブ
等
に
加
入
し
て
い
な
い

高
齢
者
宅
を
計
画
的
に
訪
問
し
て
、

交
通
事
故
防
止
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス
や
反
射
材
の
配
布
を
行

っ
た
ほ
か
、
地
域
の
実
態
に
応
じ

た
様
々
な
広
報
啓
発
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。

会　議　風　景 塚田女性部長挨拶 岡田専務理事挨拶

各
地
区
交
通
安
全
協
会
女
性
部
長
等
会
議

初
心
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

交
通
事
故
防
止

【
県
警
本
部
交
通
部
運
転
管
理
課
】

県
警
察
か
ら
の
お
願
い

　

運
転
免
許
新
規
取
得
後
の
一
年
間

を
「
初
心
運
転
者
期
間
」
と
い
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
中
に
お
け
る
初
心
運
転

者
の
事
故
は
、
発
生
件
数
三
二
五
件

（
前
年
比
プ
ラ
ス
三
一
件
）、
死
者
数

二
人
（
前
年
比
プ
ラ
ス
二
人
）、
負
傷

者
数
四
五
五
人
（
前
年
比
プ
ラ
ス
五

八
人
）
と
前
年
に
比
較
し
て
い
ず
れ

も
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
県

の
初
心
運
転
者
の
事
故
率
は
、
全
国

ワ
ー
ス
ト
上
位
に
常
態
化
し
て
い
ま

す
。

令
和
元
年
中
に
お
け
る
初
心
運
転
者

事
故
の
特
徴

①
事
故
形
態
で
は
、
追
突
事
故
及
び

出
会
い
頭
の
事
故
が
二
四
六
件
で

全
体
の
七
五
・
七
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

②
事
故
原
因
で
は
、
脇
見
運
転
が
六

〇
件
で
最
も
多
く
全
体
の
一
八
・

五
％
を
占
め
、
以
下
、
漫
然
運
転
、

一
時
不
停
止
、
動
静
不
注
視
、
ブ

レ
ー
キ
操
作
不
適
の
順
で
あ
り
、

運
転
中
は
周
囲
の
安
全
確
認
、
一

時
停
止
等
交
通
ル
ー
ル
を
順
守
し
、

ま
た
脇
見
運
転
、
漫
然
運
転
に
起

因
す
る
事
故
が
多
く
、
運
転
中
の

一
瞬
の
「
う
っ
か
り
・
ぼ
ん
や
り
」

の
事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

③
事
故
時
の
免
許
取
得
か
ら
の
経
過

期
間
は
、
三
ヶ
月
以
内
が
二
五
・

八
％
、
四
〜
六
ヶ
月
以
内
が
二
七
・

四
％
、
七
〜
九
ヶ
月
以
内
が
二
六
・

五
％
、
十
〜
一
二
ヶ
月
以
内
が
二

〇
・
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
協
会
か
ら
の
お
願
い

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
機
会

あ
る
ご
と
に
運
転
経
験
年
数
の
少
な

い
方
々
に
対
す
る
安
全
運
転
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
ご
指
導
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

追突
162件

（49.9％）出会い頭
84件

（25.9％）

右左折時
36件（11.1％）

人対車両
7件（2.1％）

正面衝突
6件（1.8％）

その他
18件

（6.1％）

325件

脇見運転
60件

（18.5％）
安全不確認
32件

（9.8％）

一時不停止
41件（12.6％）動静不注視

37件（11.4％）

漫然運転
46件

（14.1％）運転操作不適
34件

（10.5％）

優先通行違反
23件（7.1％）

その他
52件

（16.0％）

325件

区分
年別 発生件数 死者数 負傷者数

平成30年 ２９４ ０ ３９７

令和元年 ３２５ ２ ４５５

増 減 数 ＋３１ ＋２ ＋５８

県内の初心運転者事故発生状況

初心運転者事故の類型別件数

初心運転者事故の原因別件数

群
馬
県
交
通
安
全
協
会

「交通安全ぐんま」第303号（2020年３月発行）２ページの「群馬県交通安全大会」記事に誤りがありました。
・優良交通指導員に対する特別表彰　群馬県知事表彰　（敬称略）
　　誤）表彰状（個人）高崎市　野澤　民夫　他35名　→　正）表彰状（個人）伊勢崎市　山本　満雄　他70名
　　誤）感謝状　伊勢崎市　山本　満雄　他77名　　　→　正）感謝状　みどり市　長尾　伸一　他131名
と訂正し、関係者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。

　

大
会
は
、
二
輪
車
の
安
全
運
転

技
能
と
交
通
道
徳
の
向
上
と
と
も

に
、交
通
安
全
意
識
の
啓
発
を
図
り
、

交
通
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

開
催
日

　

令
和
二
年
五
月
一
七
日（
日
）

時　

間
一
〇
時
か
ら
一
六
時（
小
雨
決
行
）

会　

場

　

群
馬
県
前
橋
市
江
田
町
四
四
八

　
　
　

群
馬
県
自
動
車
教
習
所

参
加
費　

無
料

参
加
資
格

　

県
内
在
住
者
で
、
出
場
ク
ラ
ス

の
運
転
免
許
所
有
者
で
運
転
経
験

が
あ
り
、
過
去
三
年
以
内
に
免
許

の
取
消
し
、
ま
た
は
停
止
の
処
分

を
受
け
て
い
な
い
方

競
技
車
両

　

参
加
者
の
持
込
み
（
ト
ラ
イ
ア

ル
車
以
外
の
市
販
車
で
整
備
さ
れ

た
二
輪
車
で
、
改
造
車
両
で
な
い

こ
と
。）

※
原
付
車
両
は
貸
出
し
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

　

地
区
交
通
安
全
協
会
又
は
二
輪

車
販
売
店
に
お
い
て
、
所
定
の
参

加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
郵
送
で
申
込
み

申
込
先
・
問
い
合
せ
先

　

前
橋
市
元
総
社
町
八
〇
の
一
四

　
（
公
財
）
群
馬
県
交
通
安
全
協
会

　

℡
〇
二
七（
二
五
三
）九
〇
八
〇

申
込
期
間

　

令
和
二
年
五
月
七
日（
消
印
有
効
）

第
四
九
回
二
輪
車
安
全
運
転

群
馬
県
大
会
の
開
催



発
行
　（
公
財
）
群
馬
県
交
通
安
全
協
会

／
群
馬
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
371-0846　

前
橋
市
元
総
社
町
80-14　

TEL027‐
252 -0251（

代
）
FA
X027 -253 -9481

http://w
w
w
.gunm

a-ankyo.or.jp/

4

2020.４
 第
304号

交通安全協会では、皆様の会費によって様々な交通安全活動を行っています。交通安全協会へのご入会をお願いいたします。

事故現場緊急対策街頭指導 自転車マナーアップ指導

前橋東

交通安全運動街頭指導

前　橋

JR駅交通安全街頭指導

安　中

幼児交通安全教室

富　岡

自転車マナーアップ指導

藤　岡

高齢者交通安全教室

大　泉

高齢者交通事故防止活動

太　田

女性部講師団交通安全教室

伊勢崎

桐　生

交通少年団交通安全街頭指導

館　林

セーフティードライバー作戦

沼　田

夕暮れ時ライト点灯運動

西吾妻 吾　妻

各地区の交通安全活動

渋　川

交通安全街頭指導

高　崎

交通安全街頭指導

こども園交通安全教室


